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春
景
の
松
（121）1148
一
、
は
じ
め
に
　
松
は
日
本
の
詩
歌
に
お
い
て
上
代
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
植
物
で
あ
る
。
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
）
1
（
』
の
「
松
」
の
項
で
は
和
歌
に
お
け
る
用
法
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
落
葉
せ
ず
、
ま
た
樹
齢
の
長
い
こ
と
か
ら
、
長
寿
の
象
徴
と
な
る
。
あ
る
い
は
治
政
や
世
の
繁
栄
が
長
く
永
遠
に
続
く
こ
と
を
祈
る
場
合
に
も
用
い
ら
れ
る
。
岸
辺
の
防
風
林
と
し
て
植
え
ら
れ
る
の
で
、
住
吉
や
高
砂
、
岩
代
な
ど
の
歌
枕
の
素
材
と
し
て
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
か
く
し
て
松
を
詠
じ
た
和
歌
は
『
万
葉
集
』
以
降
お
び
た
だ
し
い
数
に
の
ぼ
り
、「
小
松
」
「
浜
松
」「
松
風
」
の
他
種
々
の
派
生
語
ま
で
含
め
る
と
莫
大
な
歌
数
と
な
る
。
も
っ
と
も
『
万
葉
集
』
の
段
階
で
基
本
的
な
本
意
は
形
成
さ
れ
て
お
り
、以
降
は
そ
の
細
分
化
・
複
雑
化
の
過
程
と
な
る
。（
久
保
田
啓
一
執
筆
）
　
松
が
常
緑
樹
で
あ
る
こ
と
が
、
文
学
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
際
の
一
つ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
長
寿
の
象
徴
な
ど
、
そ
の
姿
を
変
え
ぬ
と
こ
ろ
が
松
の
特
徴
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
同
時
に
、
歌
の
数
、
歌
語
の
種
類
共
に
莫
大
な
数
と
な
り
、
文
学
題
材
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。
　
日
本
上
代
の
漢
詩
集
た
る
『
懐
風
藻
』
の
中
で
も
松
は
様
々
な
使
わ
れ
方
が
さ
れ
て
い
る
。
漢
籍
で
も
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
題
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
と
認
め
ら
れ
る
表
現
も
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
漢
籍
と
の
関
係
も
窺
え
つ
つ
、
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
表
現
も
ま
と
ま
っ
た
数
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、『
懐
風
藻
』
の
松
の
表
現
を
取
り
上
げ
、
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
二
、『
懐
風
藻
』
の
松
（
一
）
　
『
懐
風
藻
』
に
は
松
の
現
れ
る
詩
を
二
十
二
首
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
春
景
の
松
│
│ 『
懐
風
藻
』
松
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て 
│
│
石
　
丸
　
純
　
一
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ず
は
作
中
に
お
け
る
そ
の
使
い
方
を
、
簡
単
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
　
中
臣
大
島
「
詠
孤
松
」（
一
二
）
は
、『
懐
風
藻
』
の
中
で
唯
一
松
を
詩
題
に
据
え
、
一
首
の
主
題
も
松
と
な
っ
て
い
る
詩
で
あ
る
。
　
中
臣
大
島
「
詠
孤
松
」（
一
二
）　
隴
上
孤
松
翠
、
凌
雲
心
本
明
。
餘
根
堅
厚
地
、
貞
質
指
高
天
。
弱
枝
異
蓂
草
、
茂
葉
同
桂
栄
。
孫
楚
高
貞
節
、
隠
居
悦
笠
軽
。（
隴
上
孤
松
翠
に
し
て
、
凌
雲
の
心
本
よ
り
明
ら
け
し
。
餘
根
厚
地
に
堅
く
、
貞
質
高
天
を
指
す
。
弱
き
枝
は
蓂
草
に
異
に
し
て
、
茂
き
葉
は
桂
栄
に
同
じ
。
孫
楚
貞
節
を
高
く
し
、
隠
居
笠
の
軽
き
こ
と
を
悦
ぶ
。）
　
隴
上
の
孤
松
の
姿
形
を
描
き
つ
つ
、「
貞
質
」
や
「
貞
節
」
と
い
う
語
句
が
現
れ
て
い
る
。
松
に
節
操
を
守
る
姿
勢
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
こ
の
詩
は
、
最
後
に
そ
の
よ
う
な
人
物
と
し
て
孫
楚
の
名
を
挙
げ
る
。
孫
楚
は
「
漱
石
枕
流
」
の
故
事
で
も
有
名
な
人
物
で
あ
る
。
こ
の
故
事
の
中
で
、
孫
楚
が
本
来
言
お
う
と
し
た
「
枕
石
漱
流
」
と
い
う
言
葉
は
、
隠
遁
し
て
自
然
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
を
い
っ
た
表
現
で
あ
り
、
一
方
言
い
間
違
え
た
「
漱
石
枕
流
」
も
、
俗
世
間
の
汚
れ
を
払
う
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
理
由
づ
け
る
。
こ
の
故
事
の
載
る
『
晋
書
』「
孫
楚
伝
」
に
も
、
そ
の
中
に
「
楚
少
時
欲
隠
居
」
と
あ
っ
て
、
孫
楚
が
隠
居
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
中
臣
大
島
の
詩
で
も
結
句
は
「
隠
居
」
と
表
現
し
て
お
り
、
松
の
「
貞
質
」
や
「
貞
節
」
が
最
終
的
に
そ
こ
に
帰
着
し
て
い
る
。
辰
巳
正
明
）
2
（
は
、「
そ
の
よ
う
な
孫
楚
の
生
き
方
へ
の
憧
れ
が
大
島
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
生
き
方
と
は
世
俗
を
逃
れ
て
隠
居
（
隠
遁
）
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
脱
世
俗
性
の
象
徴
が
孤
松
の
姿
な
の
で
あ
る
。」
と
し
て
、
こ
こ
で
の
松
の
象
徴
と
し
て
、「
脱
世
俗
性
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
注
目
す
る
。詩
中
で
名
を
挙
げ
ら
れ
た
孫
楚
の
故
事
か
ら
し
て
も
、中
臣
大
島
の
「
貞
節
」
を
貫
い
た
結
果
の
形
は
、「
隠
居
」
し
て
俗
世
を
離
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
辰
巳
は
陶
弘
景
の
影
響
も
指
摘
す
る
。『
南
史
』「
陶
弘
景
伝
」
に
は
「
特
愛
松
風
、
庭
院
皆
植
松
、
毎
聞
其
響
、
欣
然
為
楽
。（
特
に
松
風
を
愛
し
、
庭
院
皆
松
を
植
う
、
其
の
響
き
を
聞
く
毎
に
、
欣
然
と
し
て
楽
と
為
す
。）」
と
あ
り
、
神
仙
境
に
憧
れ
遂
に
山
中
に
隠
居
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
漢
籍
の
例
と
同
様
、
こ
こ
に
あ
る
松
の
「
貞
節
」
が
「
脱
世
俗
性
」
に
結
び
つ
い
た
も
の
で
あ
る
と
の
見
方
は
、
肯
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
中
臣
大
島
の
松
は
人
事
を
松
に
託
し
た
表
現
と
い
え
る
が
、『
懐
風
藻
』
に
は
、
松
の
姿
に
人
事
を
託
す
表
現
が
ほ
か
に
も
あ
る
。
藤
原
宇
合
の
「
在
常
陸
贈
倭
判
官
留
在
京
併
序
」（
八
九
）
は
、
詩
及
び
そ
の
序
に
も
松
が
使
わ
れ
て
い
る
作
で
あ
る
。
八
九
番
は
、
藤
原
宇
合
が
友
人
た
る
「
倭
判
官
」
に
贈
っ
た
と
そ
の
題
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
序
で
は
、「
公
潔
等
冰
壺
、
明
逾
水
鏡
（
公
潔
き
こ
と
冰
壺
に
等
じ
く
、
明
ら
か
な
る
こ
と
水
鏡
に
逾
ゆ
）」
と
、
潔
白
で
明
晰
で
あ
る
と
い
う
表
現
か
ら
倭
判
官
の
為
人
や
才
学
を
称
え
る
。
そ
の
後
話
は
天
子
が
官
位
を
定
め
る
こ
と
に
進
み
、「
明
公
独
自
遺
闕
此
挙
、
理
合
先
進
、
還
是
後
夫
（
明
公
独
り
自
ら
此
の
挙
に
遺
闕
す
。
理
は
先
進
な
る
合
き
に
、
還
り
て
是
れ
後
夫
に
あ
り
）」
と
し
て
、
し
か
し
「
倭
判
官
」
が
そ
の
才
に
見
合
っ
た
挙
用
に
漏
れ
た
こ
と
を
嘆
く
。
そ
し
て
「
然
而
、
歳
寒
後
験
松
春
景
の
松
（123）1146
竹
之
貞
（
然
す
が
に
、
歳
寒
く
し
て
後
に
松
竹
の
貞
を
験
り
）」
と
続
く
。
こ
の
表
現
は
、『
論
語
』「
子
罕
」
篇
の
「
歳
寒
、
然
後
知
松
栢
之
後
彫
也
（
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
栢
の
彫
む
に
後
る
る
を
知
る
）」
と
あ
る
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。
こ
の
『
論
語
』
の
言
葉
に
つ
い
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
　
何
晏
注　
大
寒
之
歳
衆
木
皆
死
、
然
後
知
松
栢
小
彫
傷
平
歳
則
衆
木
亦
有
不
死
者
、
故
須
歳
寒
而
後
別
之
喩
凡
人
処
治
世
亦
能
自
脩
整
、
与
君
子
同
在
濁
世
然
後
知
君
子
之
正
不
苟
容
（『
論
語
義
疏
』）
　
皇
侃
注　
…
…
言
大
寒
之
後
、
松
栢
形
小
彫
衰
、
而
心
性
猶
存
、
如
君
子
之
人
。
遭
値
積
悪
、
外
逼
闇
世
、
不
得
不
遜
跡
随
時
、
是
小
彫
矣
。
而
性
猶
不
変
、
如
松
栢
也
。
…
…
（『
論
語
義
疏
』）
　
何
晏
注
は
、
衆
木
と
松
栢
を
凡
人
と
君
子
の
喩
え
と
し
て
説
明
す
る
。
衆
木
も
平
年
の
寒
さ
で
あ
れ
ば
松
栢
と
の
違
い
が
現
れ
な
い
が
、
大
寒
の
年
に
は
違
い
が
現
れ
る
。
同
様
に
、
治
世
に
お
い
て
は
凡
人
も
君
子
同
様
お
の
れ
を
律
す
る
が
、
乱
世
の
際
に
違
い
が
現
れ
、
君
子
だ
け
は
世
間
に
取
り
入
っ
た
り
へ
つ
ら
っ
た
り
し
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
皇
侃
注
は
も
う
少
し
細
か
い
違
い
を
説
明
し
て
お
り
、
大
寒
の
あ
と
松
栢
で
あ
っ
て
も
少
し
凋
む
が
、
君
子
の
よ
う
に
な
お
「
心
性
」
が
存
し
て
い
る
。
君
子
は
、
外
部
が
暗
黒
時
代
で
あ
れ
ば
時
勢
に
従
わ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
を
「
小
彫
」
と
い
う
が
、
な
お
そ
の
「
性
」
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
れ
が
松
栢
の
如
き
で
あ
る
と
す
る
。
　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
松
が
歳
寒
の
中
で
も
姿
を
変
え
ぬ
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
ま
た
は
そ
の
中
で
も
「
心
性
」
を
保
つ
と
こ
ろ
に
、
君
子
が
節
を
守
る
と
い
う
姿
を
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
宇
合
の
詩
序
に
つ
い
て
も
、
人
物
の
違
い
が
現
れ
る
の
は
歳
寒
の
と
き
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
才
の
見
出
さ
れ
ぬ
こ
と
を
述
べ
る
。
そ
こ
で
は
「
非
鄭
子
産
、
幾
失
然
明
。
非
齊
桓
公
、
何
挙
寧
戚
（
鄭
の
子
産
に
非
ず
は
、
幾
に
然
明
を
失
は
む
と
し
、
齊
の
桓
公
に
非
ず
は
、
何
に
か
寧
戚
を
挙
げ
む
）」
と
あ
っ
て
、
然
明
や
寧
戚
の
名
を
出
し
て
い
る
が
、
同
様
に
世
の
状
態
に
よ
っ
て
は
才
の
埋
も
れ
か
ね
な
か
っ
た
先
例
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
倭
判
官
の
不
遇
を
慰
め
る
た
め
の
理
屈
と
し
て
「
子
罕
」
篇
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
詩
序
の
表
現
は
、『
懐
風
藻
』
の
松
を
扱
う
作
品
の
中
で
、
漢
籍
の
直
接
的
な
影
響
と
そ
の
表
現
意
図
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
続
く
八
九
番
の
詩
に
お
い
て
は
、
宇
合
と
倭
判
官
の
両
者
が
遠
く
離
れ
会
え
な
い
こ
と
を
言
い
、
友
に
会
い
難
い
の
は
昔
か
ら
の
常
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
（「
知
己
難
逢
匪
今
耳
、
忘
言
罕
遇
従
来
然
（
知
己
逢
ふ
こ
と
の
難
き
今
の
み
に
匪
ず
、
忘
言
遇
ふ
こ
と
の
罕
ら
な
る
従
来
然
に
あ
り
）」）、
そ
れ
ゆ
え
風
霜
を
恐
れ
ず
松
柏
の
よ
う
な
堅
い
心
を
期
す
る
（「
為
期
不
怕
風
霜
触
、
猶
似
巌
心
松
柏
堅
（
為
に
期
ふ
風
霜
の
触
る
る
こ
と
を
怕
れ
ず
、
猶
し
巌
心
松
柏
の
堅
き
に
似
む
こ
と
を
）」）
と
結
ぶ
。
こ
こ
に
も
、
風
霜
の
中
で
変
わ
ら
ぬ
松
を
、
ど
ん
な
状
況
で
あ
っ
て
も
変
わ
ら
ず
に
節
を
貫
く
人
の
心
の
喩
え
と
し
て
の
使
う
用
法
が
見
え
る
。
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そ
の
ほ
か
、『
懐
風
藻
』
で
松
を
人
事
の
表
現
に
使
っ
た
も
の
に
は
次
の
詩
が
あ
る
。
　
河
島
皇
子
「
山
齋
一
絶
」（
三
）　
塵
外
年
光
満
、
林
間
物
候
明
。
風
月
澄
遊
席
、
松
桂
期
交
情
。（
塵
外
年
光
満
ち
、
林
間
物
候
明
ら
け
し
。
風
月
遊
席
に
澄
み
、
松
桂
交
情
を
期
る
。）
詩
題
は
「
山
齋
」
と
あ
り
、
塵
外
の
地
た
る
山
中
の
居
室
で
風
月
を
楽
し
む
中
、
席
の
一
同
と
の
変
わ
ら
ぬ
交
情
を
、「
松
桂
」
の
語
に
託
し
て
い
る
。
松
と
桂
と
が
、
不
変
の
象
徴
と
し
て
扱
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
三
、『
懐
風
藻
』
の
松
（
二
）
　
一
方
松
は
、
場
の
景
物
と
し
て
詠
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
。
　
藤
原
万
里
「
過
神
納
言
墟
」（
九
五
）　
一
旦
辞
栄
去
、
千
年
奉
諌
餘
。
松
竹
含
春
彩
、
容
暉
寂
旧
墟
。 
清
夜
琴
樽
罷
、
傾
門
車
馬
疎
。
普
天
皆
帝
国
、
吾
帰
遂
焉
如
。（
一
日
栄
を
辞
び
て
去
り
ぬ
、
千
年
諌
を
奉
り
し
餘
に
。
松
竹
春
彩
を
含
み
、
容
暉
旧
墟
に
寂
し
。
清
夜
琴
樽
罷
み
、
傾
門
車
馬
疎
し
。
普
天
は
皆
帝
の
国
、
吾
帰
き
て
遂
に
焉
く
に
か
如
か
む
。）
　
麻
田
陽
春
「
和
藤
江
守
詠
裨
叡
山
先
考
之
旧
禅
処
柳
樹
之
作
」（
一
〇
五
）　
近
江
惟
帝
里
、
裨
叡
寔
神
山
。
山
静
俗
塵
寂
、
谷
間
真
理
専
。
於
穆
我
先
考
、
独
悟
闡
芳
縁
。
宝
殿
臨
空
構
、
梵
鐘
入
風
伝
。
烟
雲
万
古
色
、
松
柏
九
冬
堅
。 
日
月
荏
苒
去
、
慈
範
独
依
依
。
寂
寞
精
禅
処
、
俄
為
積
草
墀
。
古
樹
三
秋
落
、
寒
花
九
月
衰
。
唯
餘
両
楊
樹
、
孝
鳥
朝
夕
悲
。（
近
江
は
惟
れ
帝
里
、
裨
叡
は
寔
に
神
山
。
山
静
け
く
し
て
俗
塵
寂
み
、
谷
間
け
く
し
て
真
理
専
に
あ
り
。
於
穆
し
き
我
が
先
考
、
独
り
悟
り
て
芳
縁
を
闡
く
。
宝
殿
空
に
臨
み
て
構
へ
、
梵
鐘
風
に
入
り
て
伝
ふ
。
烟
雲
万
古
の
色
、
松
柏
九
冬
に
堅
し
。
日
月
荏
苒
去
れ
ど
、
慈
範
独
り
依
々
な
り
。
寂
寞
な
る
精
禅
の
処
、
俄
か
に
積
草
の
墀
に
為
る
。
古
樹
三
秋
に
落
り
、
寒
花
九
月
に
衰
ふ
。
唯
餘
す
両
楊
樹
、
孝
鳥
朝
夕
に
悲
し
ぶ
の
み
。）
こ
れ
ら
は
旧
処
に
あ
る
松
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
九
五
番
は
「
神
納
言
」
即
ち
大
神
高
市
麻
呂
の
、今
は
荒
れ
果
て
た
旧
居
を
詠
ん
だ
も
の
。「
松
竹
含
春
彩
、
容
暉
寂
旧
墟
」
は
春
が
来
た
中
で
色
を
誇
る
の
は
松
竹
だ
け
で
あ
り
、
春
で
あ
っ
て
も
旧
居
の
寂
し
い
こ
と
を
い
う
。
一
〇
五
番
も
ま
た
、「
藤
江
守
」
の
「
先
考
」、
即
ち
藤
原
仲
麻
呂
の
亡
父
武
智
麻
呂
の
旧
禅
処
（
禅
を
修
業
す
る
と
こ
ろ
）
を
詠
ん
だ
も
の
で
、「
烟
雲
万
古
色
、
松
柏
九
冬
堅
」
と
あ
り
、
冬
も
変
わ
ら
ぬ
松
の
様
子
を
表
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
、
人
事
は
寂
れ
て
し
ま
っ
た
中
で
、
松
は
変
わ
ら
ぬ
姿
を
保
っ
て
い
る
と
い
う
対
比
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
松
の
表
現
は
、
例
え
ば
盧
照
隣
「
長
安
古
意
」
に
「
昔
時
金
階
白
玉
堂
、
即
今
惟
見
青
松
在
。（
昔
時
金
階
白
玉
堂
、
即
ち
今
惟
だ
見
る
青
松
の
在
る
を
。）」（『
盧
昇
之
集
』
巻
二
）
と
あ
る
よ
う
に
、
漢
籍
に
も
類
例
は
見
ら
れ
る
。
春
景
の
松
（125）1144
　
右
の
二
首
と
は
別
に
『
懐
風
藻
』
の
中
で
、
一
つ
の
型
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
数
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
詩
群
が
あ
る
。
吉
野
を
舞
台
と
し
た
吉
野
詩
と
、
宴
席
で
も
の
さ
れ
た
詩
で
あ
る
。
そ
の
中
で
松
は
、
次
の
よ
う
に
詠
ま
れ
る
。
　
吉
野
詩
か
ら
は
次
の
三
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
藤
原
史
「
遊
吉
野
」（
三
一
）　
飛
文
山
水
地
、
命
爵
薜
蘿
中
。
漆
姫
控
鶴
擧
、
柘
媛
接
魚
通
。
煙
光
巌
上
翠
、
日
影
漘
前
紅
。
翻
知
玄
圃
近
、
対
翫
入
松
風
。（
文
を
飛
ば
す
山
水
の
地
、
爵
を
命
す
薜
蘿
の
中
。
漆
姫
鶴
を
控
き
て
擧
り
、
柘
媛
魚
に
接
き
て
通
ふ
。
煙
光
巌
の
上
に
翠
に
し
て
、
日
影
漘
の
前
に
紅
な
り
。
翻
り
て
知
る
玄
圃
近
き
こ
と
を
、
対
翫
す
松
に
入
る
風
。）
　
藤
原
宇
合
「
遊
吉
野
川
」（
九
二
）　
芝
蕙
蘭
蓀
沢
、
松
柏
桂
椿
岑
。 
野
客
初
披
薜
、
朝
隠
蹔
投
簪
。
忘
筌
陸
機
海
、
飛
繳
張
衡
林
。
清
風
入
阮
嘯
、
流
水
韵
嵆
琴
。
天
高
槎
路
遠
、
河
廻
桃
源
深
。
山
中
明
月
夜
、
自
得
幽
居
心
。（
芝
蕙
蘭
蓀
の
沢
、
松
柏
桂
椿
の
岑
。
野
客
初
め
て
薜
を
披
り
、
朝
隠
蹔
く
簪
を
投
ぐ
。
筌
を
忘
る
陸
機
が
海
、
繳
を
飛
ば
す
張
衡
が
林
。
清
風
阮
嘯
に
入
り
、
流
水
嵆
琴
に
韵
く
。
天
高
く
し
て
槎
路
遠
く
、
河
廻
り
て
桃
源
深
し
。
山
中
明
月
の
夜
、
自
ら
に
得
た
り
幽
居
の
心
。）
　
葛
井
広
成
「
奉
和
藤
太
政
佳
野
之
作
」（
一
一
九
）　
物
外
囂
塵
遠
、
山
中
幽
隠
親
。
笛
浦
棲
丹
鳳
、
琴
淵
躍
錦
鱗
。
月
後
楓
声
落
、
風
前
松
響
陳
。
開
仁
対
山
路
、
獵
智
賞
河
津
。（
物
外
囂
塵
に
遠
く
、
山
中
幽
隠
に
親
ぶ
。
笛
浦
丹
鳳
棲
ま
ひ
、
琴
淵
錦
鱗
躍
る
。
月
後
楓
声
落
ち
、
風
前
松
響
陳
く
。
仁
を
開
き
て
山
路
に
対
か
ひ
、
智
を
獵
り
て
河
津
を
賞
す
。）
　
宴
席
詩
に
お
い
て
松
の
現
れ
る
も
の
は
、
十
首
ほ
ど
見
え
る
。
　
大
神
高
市
麻
呂
「
従
駕
応
詔
」（
一
八
）　
臥
病
已
白
髪
、
意
謂
入
黄
塵
。
不
期
逐
恩
詔
、
従
駕
上
林
春
。
松
巌
鳴
泉
落
、
竹
浦
笑
花
新
。 
臣
是
先
進
輩
、
濫
陪
後
車
賓
。（
病
に
臥
し
て
已
に
白
髪
、
意
に
謂
へ
ら
く
黄
塵
に
入
ら
む
と
。
不
期
に
恩
詔
を
逐
ひ
、
駕
に
従
ふ
上
林
の
春
。
松
巌
鳴
泉
落
ち
、
竹
浦
笑
花
新
し
。
臣
は
是
れ
先
進
の
輩
、
濫
り
て
陪
る
後
車
の
賓
。）
　
＊
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」（
一
九
）　
玉
管
吐
陽
気
、
春
色
啓
禁
園
。
望
山
智
趣
広
、
臨
水
仁
懐
敦
。
松
風
催
雅
曲
0
0
0
0
0
、
鶯
哢
添
談
論
0
0
0
0
0
。
今
日
良
醉
徳
、
誰
言
湛
露
恩
。（
玉
管
陽
気
を
吐
き
、
春
色
禁
園
に
啓
く
。
山
を
望
み
て
智
趣
広
く
、
水
に
臨
み
て
仁
懐
敦
し
。
松
風
雅
曲
を
催
し
、
鶯
哢
談
論
に
添
ふ
。
今
日
良
く
徳
に
醉
ひ
ぬ
、
誰
か
言
は
む
湛
露
の
恩
。）
　
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」（
二
〇
）　
姑
射
遁
太
賓
、
崆
巌
索
神
仙
。
豈
若
聴
覧
隙
、
仁
智
寓
山
川
。
神
衿
弄
春
色
、
清
蹕
歴
林
泉
。
登
望
繍
翼
徑
、
降
臨
錦
鱗
淵
。
絲
竹
時
盤
桓
、
文
酒
乍
留
連
。
薫
風
入
琴
台
、
蓂
日
照
歌
筵
。
岫
室
開
明
鏡
、
松
殿
浮
翠
烟
。 
幸
陪
瀛
洲
趣
、
誰
論
上
林
篇
。
（
姑
射
に
太
賓
遁
れ
、
崆
巌
に
神
仙
を
索
む
。
豈
に
若
か
め
や
聴
覧
の
隙
に
、
仁
智
を
山
川
に
寓
せ
た
ま
ふ
に
。
神
衿
春
色
を
弄
び
、
清
蹕
林
泉
を
歴
。
登
り
て
繍
翼
の
徑
を
望
み
、
降
り
て
錦
鱗
の
淵
に
臨
ま
す
。
絲
竹
時
に
盤
桓
し
、
文
酒
乍
に
留
連
す
。
薫
風
琴
台
に
入
り
、
蓂
日
歌
筵
に
照
ら
ふ
。
1143（126）
岫
室
明
鏡
開
き
、
松
殿
翠
烟
浮
か
ぶ
。
幸
に
瀛
洲
の
趣
に
陪
り
つ
、
誰
か
論
は
む
上
林
の
篇
。）
　
＊
美
努
浄
麻
呂
「
春
日
応
詔
」（
二
四
）　
玉
燭
凝
紫
宮
、
淑
気
潤
芳
春
。
曲
浦
戯
嬌
鴛
、
瑤
池
躍
潜
鱗
。
階
前
桃
花
映
0
0
0
0
0
、
塘
上
柳
条
新
0
0
0
0
0
。
軽
煙
松
心
0
0
0
0
入0
、
囀
鳥
葉
裡
陳
0
0
0
0
0
。
絲
竹
遏
広
楽
、
率
舞
洽
往
塵
。
此
時
誰
不
楽
、
普
天
蒙
厚
仁
。（
玉
燭
紫
宮
に
凝
り
、
淑
気
芳
春
に
潤
ふ
。
曲
浦
嬌
鴛
戯
れ
、
瑤
池
潜
鱗
躍
る
。
階
前
桃
花
映
え
、
塘
上
柳
条
新
し
。
軽
煙
松
心
に
入
り
、
囀
鳥
葉
裡
に
陳
く
。
絲
竹
広
楽
を
遏
め
、
率
舞
往
塵
に
洽
し
。
此
の
時
誰
か
楽
し
ま
ざ
ら
め
や
も
、
普
天
蒙
る
厚
き
仁
を
。）
　
＊
刀
利
康
嗣
「
侍
宴
」（
三
五
）　
嘉
辰
光
華
節
、
淑
景
風
日
春
。
金
堤
払
弱
柳
、
玉
沼
泛
軽
鱗
。
爰
降
豊
宮
宴
、
広
垂
柏
梁
仁
。
八
音
寥
亮
奏
、
百
味
馨
香
陳
。
日
落
松
影
闇
0
0
0
0
0
、
風
和
花
気
新
0
0
0
0
0
。
俯
仰
一
人
徳
、
唯
寿
万
歳
真
。（
嘉
辰
光
華
の
節
、
淑
景
風
日
の
春
。
金
堤
弱
柳
払
ひ
、
玉
沼
軽
鱗
泛
か
ぶ
。
爰
に
降
ら
す
豊
宮
の
宴
、
広
く
垂
ら
す
柏
梁
の
仁
。
八
音
寥
亮
奏
で
ら
え
、
百
味
馨
香
陳
く
。
日
落
ち
て
松
影
闇
く
、
風
和
ぎ
て
花
気
新
し
。
俯
し
て
仰
ぐ
一
人
の
徳
、
唯
寿
く
の
み
万
歳
の
真
。）
　
＊
田
辺
百
枝
「
春
苑
応
詔
」（
三
八
）　
聖
情
敦
汎
愛
、
神
功
亦
難
陳
。
唐
鳳
翔
台
下
、
周
魚
躍
水
浜
。
松
風
韻
添
詠
0
0
0
0
0
、
梅
花
薫
帯
身
0
0
0
0
0
。
琴
酒
開
芳
苑
、
丹
墨
点
英
人
。
適
遇
上
林
会
、
忝
寿
万
年
春
。（
聖
情
汎
愛
に
敦
く
、
神
功
も
亦
陳
べ
難
し
。
唐
鳳
台
下
に
翔
り
、
周
魚
水
浜
に
躍
る
。
松
風
の
韻
詠
に
添
へ
、
梅
花
の
薫
身
に
帯
ぶ
。
琴
酒
芳
苑
に
開
き
、
丹
墨
英
人
点
く
。
適
に
遇
ふ
上
林
の
会
、
忝
く
も
寿
く
万
年
の
春
。）
　
＊
安
倍
首
名
「
春
日
応
詔
」（
四
三
）　
世
頌
隆
平
徳
、
時
謡
交
泰
春
。
舞
衣
搖
樹
影
、
歌
扇
動
梁
塵
。
湛
露
重
仁
智
、
流
霞
軽
松
筠
0
0
0
0
0
。
凝
麾
賞
無
倦
、
花
将
月
共
新
0
0
0
0
0
。（
世
は
頌
む
隆
平
の
徳
、
時
は
謡
ふ
交
泰
の
春
。
舞
衣
樹
影
を
搖
か
し
、
歌
扇
梁
塵
を
動
か
す
。
湛
露
仁
智
に
重
く
、
流
霞
松
筠
に
軽
し
。
凝
麾
賞
し
て
倦
む
こ
と
無
く
、
花
と
月
と
共
に
新
し
。）
　
＊
長
屋
王
「
初
春
於
作
宝
樓
置
酒
」（
六
九
）　
景
麗
金
谷
室
、
年
開
積
草
春
。
松
烟
双
吐
翠
0
0
0
0
0
、
桜
柳
分
含
新
0
0
0
0
0
。
嶺
高
闇
雲
路
、
魚
驚
乱
藻
浜
。
激
泉
移
舞
袖
、
流
声
韵
松
筠
。（
景
は
麗
し
金
谷
の
室
、
年
は
開
く
積
草
の
春
。
松
烟
双
び
て
翠
を
吐
き
、
桜
柳
分
き
て
新
し
き
こ
と
を
含
む
。
嶺
は
高
し
闇
雲
の
路
、
魚
は
驚
く
乱
藻
の
浜
。
激
泉
に
舞
袖
を
移
せ
ば
、
流
声
松
筠
に
韵
く
。）
　
安
倍
広
庭
「
春
日
侍
宴
」（
七
一
）　
山
牖
臨
幽
谷
、
松
林
対
晩
流
。 
宴
庭
招
遠
使
、
離
席
開
文
遊
。
蝉
息
涼
風
暮
、
雁
飛
明
月
秋
。
傾
斯
浮
菊
酒
、
願
慰
轉
蓬
憂
。（
山
牖
幽
谷
に
臨
み
、
松
林
晩
流
に
対
か
ふ
。
宴
庭
遠
使
を
招
き
、
離
席
文
遊
を
開
く
。
蝉
は
息
む
涼
風
の
暮
、
雁
は
飛
ぶ
明
月
の
秋
。
斯
れ
の
浮
菊
の
酒
を
傾
け
て
、
願
は
く
は
轉
蓬
の
憂
を
慰
め
む
。）
　
藤
原
宇
合
「
秋
日
於
左
僕
射
長
王
宅
宴
」（
九
〇
）　
帝
里
烟
雲
乗
季
月
、
王
家
山
水
送
秋
光
。
霑
蘭
白
露
未
催
臭
、
泛
菊
丹
霞
自
有
芳
。
石
壁
蘿
衣
猶
自
短
、
山
扉
松
蓋
埋
然
長
。 
遨
遊
已
得
攀
龍
鳳
、
大
隠
何
用
覓
仙
場
。
（
帝
里
の
烟
雲
季
月
に
乗
り
、
王
家
の
山
水
秋
光
を
送
る
。
蘭
を
霑
ら
す
白
露
未
だ
臭
も
催
さ
ね
、
菊
に
泛
か
べ
る
丹
霞
自
ら
に
芳
有
り
。
石
壁
の
蘿
衣
猶
自
し
短
く
、
山
扉
の
松
蓋
埋
り
て
然
も
長
し
。
遨
遊
已
に
龍
鳳
に
春
景
の
松
（127）1142
攀
づ
る
こ
と
得
た
り
、
大
隠
何
ぞ
用
ゐ
む
仙
場
を
覓
め
む
こ
と
を
。）
こ
れ
ら
は
主
に
、
傍
線
を
付
し
た
松
と
脱
世
俗
的
表
現
と
、
傍
点
を
付
し
た
松
と
季
節
の
表
現
と
に
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
が
本
論
の
主
と
な
る
の
で
、
以
降
で
取
り
上
げ
て
ゆ
く
。
　
と
こ
ろ
で
、
右
に
挙
げ
た
吉
野
詩
と
宴
席
詩
の
松
の
中
に
は
、「
松
を
吹
く
風
」
と
い
う
表
現
が
複
数
見
ら
れ
た
（
宴
席
詩
の
三
一
・
吉
野
詩
の
一
一
九
）。
『
懐
風
藻
』
に
は
こ
の
他
に
、
以
下
の
三
首
が
「
松
を
吹
く
風
」
を
扱
っ
て
い
る
。
　
紀
古
麻
呂
「
望
雪
」（
二
二
）　
無
為
聖
徳
重
寸
陰
、
有
道
神
功
軽
球
琳
。
垂
拱
端
坐
惜
歳
暮
、
披
軒
褰
簾
望
遙
岑
。
浮
雲
靉
靆
縈
巖
岫
、
驚
飆
蕭
瑟
響
庭
林
。
落
雪
霏
霏
一
嶺
白
、
斜
日
黯
黯
半
山
金
。
柳
絮
未
飛
蝶
先
舞
、
梅
芳
猶
遅
花
早
臨
。
夢
裏
鈞
天
尚
易
涌
、
松
下
清
風
信
難
斟
。（
無
為
の
聖
徳
寸
陰
を
重
み
し
、
有
道
の
神
功
球
琳
を
軽
み
す
。
垂
拱
端
坐
歳
暮
を
惜
し
み
、
軒
を
披
き
簾
を
褰
げ
遙
岑
を
望
ま
す
。
浮
雲
靉
靆
巖
岫
を
縈
り
、
驚
飆
蕭
瑟
庭
林
に
響
く
。
落
雪
霏
々
一
嶺
白
く
、
斜
日
黯
々
半
山
金
な
り
。
柳
絮
も
未
だ
飛
ば
ね
ば
蝶
先
づ
舞
ひ
、
梅
芳
猶
し
遅
く
花
早
く
臨
む
。
夢
裏
の
鈞
天
尚
し
涌
く
こ
と
易
く
、
松
下
の
清
風
信
に
斟
む
こ
と
難
し
。）
　
隠
士
民
黒
人
「
幽
棲
」（
一
〇
八
）　
試
出
囂
塵
処
、
追
尋
仙
桂
叢
。
巖
谿
無
俗
事
、
山
路
有
樵
童
。
泉
石
行
行
異
、
風
烟
処
処
同
。
欲
知
山
人
楽
、
松
下
有
清
風
。（
試
み
に
囂
塵
の
処
を
出
で
、
追
ひ
尋
ぬ
仙
桂
の
叢
。
巖
谿
俗
事
無
く
、
山
路
樵
童
有
り
。
泉
石
行
々
異
に
し
て
、
風
烟
処
々
同
じ
。
山
人
の
楽
を
知
ら
ま
く
欲
り
せ
ば
、
松
下
に
清
風
有
る
と
い
ふ
こ
と
を
。）
　
石
上
乙
麻
呂
「
秋
夜
閨
情
」（
一
一
八
）　
他
郷
頻
夜
夢
、
談
与
麗
人
同
。
寝
裏
歓
如
実
、
驚
前
恨
泣
空
。
空
思
向
桂
影
、
独
坐
聴
松
風
。
山
川
嶮
易
路
、
展
転
憶
閨
中
。（
他
郷
頻
に
夜
夢
み
、
談
ら
ふ
こ
と
麗
人
と
同
じ
。
寝
裏
歓
ぶ
る
こ
と
実
の
如
く
、
驚
前
恨
み
て
空
に
泣
く
。
空
し
く
思
ひ
て
桂
影
に
向
か
ひ
、
独
り
坐
て
松
風
を
聴
く
。
山
川
嶮
易
の
路
、
展
転
閨
の
中
を
憶
ふ
。）
隠
士
民
黒
人
詩
は
題
に
「
幽
棲
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
に
隠
逸
の
地
を
求
め
る
中
で
、
そ
の
脱
世
俗
性
を
表
し
た
も
の
と
し
て
松
風
を
出
し
て
い
る
。
一
方
紀
古
麻
呂
の
類
似
の
句
も
、
一
応
は
脱
世
俗
的
な
景
物
と
し
て
解
す
こ
と
も
で
き
る
も
の
の
、
こ
の
詩
一
篇
の
主
旨
が
明
確
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
石
上
乙
麻
呂
の
詩
は
、
そ
も
そ
も
詩
題
に
も
あ
る
「
閨
情
」
と
い
う
話
題
が
『
懐
風
藻
』
の
中
で
は
特
異
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。「
松
風
」
は
「
桂
影
」（
月
）
の
対
と
な
る
語
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
が
、
同
時
に
孤
独
感
を
表
す
も
の
と
し
て
も
使
わ
れ
て
い
る
。
　
一
方
、「
松
風
」
と
い
う
語
の
括
り
と
し
て
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
高
松
寿
夫
）
3
（
は
、
『
懐
風
藻
』
に
使
わ
れ
る
「
松
風
」
の
中
に
、
漢
籍
に
は
な
い
世
界
を
表
す
も
の
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。『
文
選
』『
藝
文
類
聚
』
な
ど
に
見
え
る
「
松
風
」
は
、「
陵
墓
に
生
え
る
松
に
吹
く
風
」、
ま
た
は
「
深
山
や
そ
こ
に
あ
る
寺
院
（
あ
る
い
は
神
仙
境
）
な
ど
超
俗
的
な
世
界
の
雰
囲
気
を
醸
す
景
物
」
と
し
て
扱
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
『
懐
風
藻
』
で
も
後
者
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
る
も
1141（128）
の
は
あ
る
が
、
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」（
一
九
）、
田
辺
百
枝
「
春
苑
応
詔
」
（
三
八
）、
ま
た
紀
古
麻
呂
「
望
雪
」（
二
二
）
な
ど
、
漢
籍
の
「
松
風
」
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
ら
な
い
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
「
松
風
」
は
そ
れ
自
体
注
意
を
要
す
る
語
で
あ
る
が
、
本
論
で
は
こ
れ
も
松
を
景
物
と
し
た
も
の
と
し
て
、
他
の
松
の
表
現
と
共
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
た
い
。
　
さ
て
、
以
上
見
て
き
た
詩
の
中
で
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
宴
席
詩
の
中
に
現
れ
る
＊
印
を
つ
け
た
詩
で
あ
る
。
松
を
扱
う
宴
席
詩
は
、
詩
題
に
「
春
日
」
「
春
苑
」
な
ど
と
あ
る
も
の
（
一
九
・
二
〇
・
二
四
・
三
八
・
四
三
・
六
九
・
七
一
）
や
、
詩
本
文
に
「
春
」
と
あ
る
も
の
（
一
八
・
三
五
）
な
ど
、
季
節
が
春
と
わ
か
る
も
の
が
多
い
が
、
中
で
も
＊
印
を
つ
け
た
も
の
は
、
他
の
春
を
表
現
す
る
木
や
生
物
と
共
に
、
松
が
現
れ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
美
努
浄
麻
呂
「
春
日
応
詔
」（
二
四
）
は
、「
階
前
桃
花
映
、
塘
上
柳
条
新
」
と
、
桃
や
柳
が
春
を
迎
え
た
こ
と
を
表
す
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
が
、
同
時
に
「
軽
煙
松
心
入
」
と
、
靄
の
立
ち
込
め
る
松
を
も
詠
む
。
こ
こ
ま
で
で
も
確
認
し
た
よ
う
に
、
松
は
常
緑
樹
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
え
長
寿
の
象
徴
で
あ
っ
た
り
、
不
変
の
も
の
の
象
徴
と
し
て
使
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
な
ら
ば
、
他
の
木
々
が
華
や
ぐ
中
で
松
を
詠
む
の
は
、
他
の
木
々
が
枯
れ
て
ゆ
く
中
で
も
色
を
保
つ
と
い
う
松
の
独
自
性
と
、
背
反
す
る
表
現
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
春
景
の
松
の
、
他
の
木
々
と
等
し
く
扱
わ
れ
る
表
現
は
、
他
の
漢
籍
の
松
の
表
現
と
異
に
す
る
。
実
は
、
こ
の
よ
う
な
春
景
の
松
の
表
現
こ
そ
が
、『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
見
え
る
独
特
の
表
現
で
あ
り
、
漢
籍
に
は
例
を
見
出
し
に
く
い
も
の
で
あ
る
。
四
、
漢
籍
に
お
け
る
松
　
漢
籍
に
お
い
て
、
季
節
と
松
を
詠
み
込
ん
だ
詩
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
典
型
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
劉
楨
「
贈
従
弟
」
其
二　
亭
亭
山
上
松
、
瑟
瑟
谷
中
風
。
風
声
一
何
盛
、
松
枝
一
何
勁
。
風
霜
正
惨
悽
、
終
歳
恒
端
正
。
豈
不
羅
凝
寒
、
松
栢
有
本
性
。（
亭
亭
た
る
山
上
の
松
、
瑟
瑟
た
る
谷
中
の
風
。
風
声
一
に
何
ぞ
盛
ん
な
る
、
松
枝
一
に
何
ぞ
勁
き
。
風
霜
は
正
に
惨
悽
な
る
も
、
終
歳
恒
に
端
正
な
り
。豈
凝
寒
に
羅
ら
ざ
ら
ん
や
、松
栢
に
は
本
性
有
り
。）（『
文
選
』
巻
二
三
）
悽
惨
な
風
霜
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
に
負
け
な
い
松
の
姿
に
着
目
し
て
い
る
。
寒
さ
、
風
、
霜
、
雪
な
ど
、
植
物
を
枯
ら
す
そ
れ
ら
の
気
候
に
も
負
け
ず
、
そ
の
姿
を
保
つ
と
こ
ろ
が
、
松
が
詩
の
中
で
好
ん
で
表
現
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
か
つ
ま
た
、『
論
語
』「
子
罕
」
篇
の
「
歳
寒
、
然
後
知
松
栢
之
後
彫
也
」
の
よ
う
に
、
風
霜
に
松
が
負
け
ぬ
の
は
松
に
は
「
本
性
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
詩
題
に
も
「
贈
従
弟
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
者
が
そ
の
よ
う
な
人
物
像
を
従
弟
に
対
し
て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
一
方
、『
懐
風
藻
』
に
は
こ
れ
と
異
な
る
使
い
方
と
見
ら
れ
る
春
景
の
松
が
あ
る
こ
と
に
触
れ
た
が
、
で
は
、
漢
籍
に
も
春
景
の
松
の
表
現
は
見
出
せ
る
で
春
景
の
松
（129）1140
あ
ろ
う
か
。
季
節
に
関
す
る
言
及
の
あ
る
も
の
を
探
せ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。
　
曹
攄
「
贈
韓
徳
真
詩
」
其
三　
松
以
冬
凋
、
蘭
以
春
芳
。（
松
冬
を
以
て
凋
み
、
蘭
春
を
以
て
芳
し
。）（『
文
館
詞
林
』
巻
一
五
七
）
　
陶
潜
「
四
時
」　
春
水
満
四
沢
、
夏
雲
多
奇
峰
。
秋
月
揚
明
暉
、
冬
嶺
秀
孤
松
。（
春
水
四
沢
に
満
ち
、
夏
雲
奇
峰
多
し
。
秋
月
明
暉
を
揚
げ
、
冬
嶺
孤
松
秀
づ
。）（『
陶
淵
明
集
』
巻
三
）
　
謝
霊
運
「
日
出
東
南
隅
行
」　
皎
潔
秋
松
気
、
淑
徳
春
景
暄
。（
皎
潔
に
し
て
秋
松
の
気
あ
り
、
淑
徳
あ
り
て
春
の
景
の
暄
か
な
る
が
ご
と
し
。）
（『
芸
文
類
聚
』
巻
四
一
「
楽
部
一
論
楽
」）
　
王
寂
「
第
五
兄
揖
到
太
傅
竟
陵
王
属
奉
詩
」　
蘭
馥
春
林
、
松
貞
秋
坂
。
（
蘭
春
林
に
馥
と
し
、
松
秋
坂
に
貞
た
り
。）（『
文
館
詞
林
』
巻
一
五
二
）
や
は
り
、
松
は
春
で
は
な
く
0
0
0
0
秋
や
冬
に
属
す
る
も
の
と
し
た
表
現
が
多
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
松
の
盛
り
を
春
と
表
現
す
る
例
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。　
朱
穆
「
鬱
金
賦
」　
衆
華
爛
以
倶
発
、
鬱
金
邈
其
無
双
。
比
光
栄
於
秋
菊
、
斉
英
茂
乎
春
松
。（
衆
華
は
爛
と
し
て
以
て
倶
に
発
し
、
鬱
金
の
邈
と
し
て
其
れ
双
ぶ
も
の
無
し
。
光
栄
を
秋
菊
に
比
べ
、
英
茂
を
春
松
に
斉
し
く
す
。）（『
藝
文
類
聚
』
巻
八
一
「
草
部
上
鬱
金
」）
　
曹
植
「
洛
神
賦
」　
其
形
也
、
翩
若
驚
鴻
、
婉
若
遊
寵
。
栄
曜
秋
菊
、
華
茂
春
松
。（
其
の
形
は
、
翩
た
る
こ
と
驚
鴻
の
ご
と
く
、
婉
た
る
こ
と
遊
寵
の
ご
と
し
。
栄
秋
菊
よ
り
曜
き
、
華
春
松
よ
り
茂
し
。）（『
文
選
』
巻
一
九
）
朱
穆
「
鬱
金
賦
」
は
鬱
金
の
盛
ん
な
る
様
子
を
秋
菊
、
春
松
に
比
し
て
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
は
鬱
金
の
美
し
さ
を
強
調
す
る
た
め
の
表
現
で
あ
る
が
、
勿
論
前
提
と
し
て
、
春
松
を
盛
ん
な
る
も
の
の
代
表
と
し
て
捉
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
曹
植
「
洛
神
賦
」
も
、
洛
神
の
美
し
さ
を
述
べ
る
に
秋
菊
、
春
松
を
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
。
松
の
美
し
さ
を
い
う
中
で
そ
の
季
節
を
春
と
限
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
重
要
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
に
あ
る
松
と
菊
と
の
組
み
合
わ
せ
を
取
り
入
れ
た
陶
潜
は
、
次
の
よ
う
に
作
る
。
　
陶
潜
「
和
郭
主
簿
」
其
二　
和
沢
周
三
春
、
清
涼
素
秋
節
。
…
…
芳
菊
開
林
燿
、
青
松
冠
岩
列
。
懐
此
貞
秀
姿
、
卓
為
霜
下
傑
。（
和
沢
三
春
に
周
し
、
清
涼
素
秋
の
節
。
…
…
芳
菊
林
に
開
い
て
燿
き
、
青
松
岩
に
冠
し
て
列
る
。
此
の
貞
秀
の
姿
を
懐
ひ
、
卓
と
し
て
霜
下
の
傑
と
為
る
。）（『
陶
淵
明
集
』
巻
二
）
冒
頭
で
、
春
が
過
ぎ
迎
え
た
秋
の
描
写
を
行
い
、
そ
の
中
で
菊
と
松
と
に
目
を
向
け
る
。
共
に
「
貞
」
の
姿
を
持
っ
た
も
の
と
し
て
こ
の
二
つ
を
出
し
て
い
る
1139（130）
が
、
一
方
で
、
春
秋
の
対
照
は
な
く
な
っ
て
お
り
、
松
と
菊
と
の
組
み
合
わ
せ
は
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
春
の
松
と
い
う
性
格
は
取
り
除
か
れ
て
い
る
。
　
ほ
か
に
も
、
春
の
中
で
松
を
表
現
す
る
も
の
も
あ
る
。
　
張
正
見
「
賦
得
題
新
雲
詩
」　
西
北
春
雲
起
、
遥
臨
偃
蓋
松
。（
西
北
春
雲
起
こ
り
、遥
か
に
臨
む
偃
蓋
の
松
。）（『
初
学
記
』
巻
一
「
天
部
上
・
雲
」）
　
孔
燾
「
往
虎
窟
山
寺
詩
」　
苹
荇
縁
澗
壑
、
蘿
葛
蔓
松
楠
、
鴬
林
響
初
囀
、
春
畦
翠
欲
含
。（
苹
荇
澗
壑
に
縁
り
、
蘿
葛
松
楠
に
蔓
り
、
鶯
林
響
き
初
め
て
囀
づ
り
、
春
畦
翠
を
含
ま
ん
と
欲
す
。）（『
広
弘
明
集
』
巻
三
〇
）
春
の
松
が
現
れ
る
表
現
は
見
ら
れ
る
と
し
て
も
、
花
が
咲
き
誇
っ
て
ゆ
く
春
を
表
現
す
べ
く
、
他
の
木
々
と
共
に
詠
ま
れ
る
と
い
っ
た
現
れ
方
で
は
な
い
。
春
宴
の
席
で
松
を
春
、
花
の
咲
く
季
節
の
景
物
と
し
て
詠
み
、
他
の
木
々
達
と
競
演
さ
せ
る
と
い
う
表
現
の
詩
を
詠
む
の
は
、『
懐
風
藻
』
の
特
徴
の
一
つ
だ
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
五
、
装
置
と
し
て
の
松
　
前
述
の
よ
う
に
、
松
を
一
首
の
主
題
と
し
た
中
臣
大
島
の
詩
で
は
、
松
が
人
事
を
表
す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
何
度
も
「
貞
節
」
な
ど
の
語
と
絡
め
て
展
開
さ
れ
る
が
、
詩
の
趣
旨
か
ら
よ
り
具
体
的
に
、
脱
世
俗
性
を
表
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
脱
世
俗
性
は
、『
懐
風
藻
』
内
に
お
い
て
重
要
な
表
現
で
あ
る
。
　
例
え
ば
『
懐
風
藻
』
に
は
吉
野
を
舞
台
と
し
た
吉
野
詩
が
ま
と
ま
っ
た
数
存
す
る
が
、
吉
野
に
残
る
柘
媛
伝
説
、
或
い
は
中
国
の
仙
人
が
住
む
と
い
う
藐
姑
射
山
に
言
及
し
て
、
吉
野
を
神
仙
境
と
し
て
表
現
す
る
な
ど
、
場
の
脱
俗
化
を
図
る
型
が
見
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
三
首
即
ち
、
三
一
番
、
九
二
番
、
一
一
九
番
詩
に
つ
い
て
、
そ
の
脱
俗
的
表
現
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
　
藤
原
史
「
遊
吉
野
」（
三
一
）
の
詩
は
、『
懐
風
藻
』
に
最
初
に
現
れ
る
吉
野
詩
で
あ
る
。
第
七
句
の
「
玄
圃
」
と
は
、
崑
崙
山
に
あ
る
と
い
う
仙
人
の
住
居
で
あ
る
。
ま
た
「
漆
姫
控
鶴
挙
、
柘
媛
接
魚
通
」
と
あ
る
は
、
大
和
の
国
に
残
る
伝
説
で
あ
り
、「
漆
姫
」
と
は
『
日
本
霊
異
記
』
上
巻
一
三
縁
に
見
え
る
話
で
、
漆
部
の
里
の
女
が
仙
草
を
食
べ
て
昇
天
し
た
故
事
。
古
典
大
系
は
更
に
こ
れ
を
『
文
選
』
巻
一
一
「
遊
天
台
山
賦
」
に
あ
る
「
王
喬
控
鶴
以
冲
天
」
の
よ
う
な
、
中
国
的
な
表
現
を
用
い
た
と
す
る
。
柘
枝
姫
が
魚
に
接
し
て
美
稲
に
逢
う
は
、
『
万
葉
集
』
な
ど
に
も
部
分
的
に
見
え
る
も
の
で
、『
懐
風
藻
』
の
他
の
詩
で
も
扱
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
伝
説
を
使
い
、
吉
野
を
神
仙
境
と
し
て
表
し
て
い
る
。
史
の
詩
一
首
は
、
第
一
・
二
句
で
「
文
」
と
「
爵
」
即
ち
詩
宴
が
開
か
れ
る
こ
と
を
い
い
、
そ
の
地
は
伝
説
に
彩
ら
れ
た
仙
境
の
地
で
あ
り
、
靄
は
翠
に
、
陽
光
は
紅
に
山
水
を
彩
る
。
こ
の
地
は
既
に
し
て
崑
崙
山
の
玄
圃
に
近
い
場
所
で
あ
り
、
そ
こ
に
松
に
吹
き
入
る
清
風
を
楽
し
む
と
結
ぶ
。
　
藤
原
宇
合
「
遊
吉
野
川
」（
九
二
）
の
詩
は
、
隠
逸
を
主
と
し
た
詩
で
あ
る
。
第
三
・
四
句
に
現
れ
る
「
野
客
」「
朝
隠
」
は
、「
野
客
」
が
仕
官
せ
ず
野
に
あ
春
景
の
松
（131）1138
る
人
、「
朝
隠
」
が
仕
官
し
な
が
ら
隠
逸
を
志
向
す
る
者
で
、
そ
の
ど
ち
ら
も
が
吉
野
に
遊
ぶ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
。
第
五
句
か
ら
八
句
ま
で
は
、
陸
機
、
張
衡
、
阮
籍
、
嵆
康
の
名
を
出
し
つ
つ
、
吉
野
の
山
水
で
鳥
や
魚
を
取
り
、
ま
た
歌
や
楽
器
を
奏
で
る
と
い
う
、
そ
こ
で
の
楽
し
み
方
を
述
べ
る
。
天
は
高
く
、
槎
路
即
ち
筏
の
通
う
道
は
遠
く
、
川
は
廻
っ
て
桃
源
郷
は
奥
ま
っ
て
い
る
。
吉
野
の
山
の
夜
に
は
明
月
が
あ
り
、
そ
こ
で
幽
居
の
心
即
ち
俗
世
間
を
離
れ
た
住
ま
い
の
心
境
を
悟
り
得
た
と
結
ぶ
。
こ
う
し
た
吉
野
の
山
水
の
地
を
、
冒
頭
で
「
芝
蕙
蘭
蓀
」
の
香
草
の
生
え
る
沢
、「
松
柏
桂
椿
」
の
常
緑
樹
の
茂
る
山
と
す
る
。
隠
逸
の
場
と
し
て
の
吉
野
に
相
応
し
い
景
物
と
し
て
、
松
が
選
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
葛
井
広
成
「
奉
和
藤
太
政
佳
野
之
作
」（
一
一
九
）
も
ま
た
、
冒
頭
か
ら
「
物
外
囂
塵
遠
、
山
中
幽
隠
親
」
即
ち
俗
界
の
外
、
俗
塵
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
の
山
中
で
幽
隠
に
親
し
む
と
始
ま
る
。
そ
の
川
に
は
鳳
凰
が
住
み
、
魚
が
跳
ね
る
。
月
が
隠
れ
た
あ
と
は
楓
の
音
も
な
く
、
風
の
吹
く
中
に
松
風
の
音
が
聞
こ
え
る
。
『
論
語
』「
雍
也
」
篇
に
「
知
者
楽
水
、
仁
者
楽
山
、
知
者
動
、
仁
者
静
」
と
あ
る
よ
う
に
、
仁
の
心
を
開
い
て
山
に
向
か
い
、
智
の
心
で
川
を
楽
し
む
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
こ
の
場
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
松
吹
く
風
の
音
に
注
目
し
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
吉
野
詩
に
お
い
て
松
が
詠
ま
れ
る
も
の
は
、
吉
野
を
仙
境
乃
至
隠
逸
の
場
と
し
て
表
そ
う
と
し
て
い
る
。
既
に
月
野
文
子
）
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（
は
、「
行
幸
と
い
う
晴
れ
の
場
の
作
で
あ
る
吉
野
の
詩
で
神
仙
境
が
強
調
さ
れ
」
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
、「
天
武
の
出
発
点
で
あ
つ
た
吉
野
は
、
ど
う
し
て
も
神
仙
の
聖
地
に
仕
立
て
あ
げ
て
お
く
必
要
が
あ
つ
た
」
た
め
と
す
る
。
ま
た
波
戸
岡
旭
）
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（
は
、
こ
の
仙
境
的
・
隠
逸
的
な
表
現
を
、
遊
仙
詩
風
な
神
仙
思
想
的
山
水
観
と
玄
言
詩
風
な
老
荘
的
山
水
観
の
現
れ
と
指
摘
す
る
。
前
者
は
、
神
で
あ
る
天
皇
が
行
幸
さ
れ
た
地
は
神
仙
境
で
あ
り
、
そ
の
地
で
束
の
間
の
遊
仙
的
雰
囲
気
に
浸
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
、
九
二
番
の
「
朝
隠
」
と
い
う
言
葉
も
あ
る
よ
う
に
、
官
人
と
し
て
厭
世
観
を
抱
か
ず
幽
静
な
山
水
に
親
し
も
う
と
す
る
態
度
で
あ
る
と
説
明
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
吉
野
の
場
を
特
別
な
も
の
と
す
る
工
夫
を
し
て
い
た
『
懐
風
藻
』
詩
人
は
ま
た
、
そ
の
吉
野
の
景
物
と
し
て
松
を
取
り
上
げ
た
。
松
は
そ
の
よ
う
な
俗
世
間
を
離
れ
た
場
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
、
或
い
は
、
松
が
あ
る
こ
と
で
吉
野
の
脱
世
俗
性
の
証
明
と
な
る
よ
う
な
役
割
と
し
て
、
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
松
は
、
場
の
脱
世
俗
化
の
装
置
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
例
は
他
に
も
あ
る
。
隠
士
民
黒
人
の
一
〇
八
番
も
詩
題
に
「
幽
棲
」
と
あ
り
、
初
句
で
は
や
は
り
「
試
出
囂
塵
処
」
と
、
俗
塵
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
山
野
を
追
い
尋
ね
れ
ば
、
渓
谷
に
俗
事
は
な
く
、
山
路
に
は
樵
が
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
山
水
は
行
く
に
連
れ
様
相
を
変
え
て
ゆ
く
が
、
風
や
霞
は
同
じ
よ
う
に
立
ち
込
め
る
。
山
人
の
楽
し
み
は
、
松
を
吹
く
清
風
に
あ
る
と
し
て
締
め
括
る
。
俗
事
を
離
れ
た
象
徴
と
し
て
、
松
下
の
清
風
を
詠
ん
で
い
る
。
　
場
の
脱
世
俗
化
と
し
て
松
を
そ
の
装
置
と
す
る
の
は
、
先
に
掲
げ
た
宴
席
詩
に
お
い
て
も
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
　
美
努
浄
麻
呂
「
春
日
応
詔
」（
二
四
）
は
「
曲
浦
戯
嬌
鴛
、
瑤
池
躍
潜
鱗
」
1137（132）
と
あ
る
が
、「
瑤
池
」
は
『
穆
天
子
伝
』
に
「
天
子
觴
西
王
母
于
瑶
池
之
上
、
西
王
母
為
天
子
謡
」（『
藝
文
類
聚
』
巻
九
「
水
部
下
池
」）
と
あ
っ
て
、
穆
天
子
が
西
王
母
に
会
っ
た
と
い
う
崑
崙
山
に
あ
る
池
で
あ
り
、
ま
た
「
躍
潜
鱗
」
は
『
毛
詩
』
大
雅
「
霊
台
」
に
「
王
在
霊
沼
、
於
牣
魚
躍
」
と
あ
り
、
周
の
文
王
の
と
き
に
は
魚
も
祝
っ
て
躍
り
跳
ね
る
と
い
う
故
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
故
事
が
、
宴
の
場
を
神
仙
境
や
古
の
聖
王
の
場
に
準
え
、
特
別
な
空
間
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
首
は
、
春
の
よ
い
季
節
で
あ
る
こ
と
か
ら
述
べ
始
め
、
宴
の
場
の
池
を
故
事
を
以
て
表
現
す
る
。
階
の
前
に
は
桃
の
花
が
映
え
、
池
の
堤
の
辺
り
に
は
柳
も
新
し
く
芽
吹
く
。
松
の
茂
み
の
中
に
霞
が
流
れ
、
葉
陰
に
は
鳥
の
声
が
連
な
る
。
管
弦
の
調
べ
は
広
楽
即
ち
天
上
の
音
楽
の
よ
う
で
あ
り
、
舞
楽
は
古
の
ま
ま
で
あ
る
。
こ
の
御
代
に
誰
が
楽
し
ま
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
、
皆
皇
恩
を
蒙
っ
て
い
る
の
だ
と
結
ぶ
。
詩
題
は
応
詔
と
あ
り
即
ち
天
皇
の
詔
に
応
じ
て
も
の
し
た
作
で
あ
る
か
ら
、
天
皇
臨
席
の
詩
で
あ
る
。
詩
は
最
後
に
天
皇
の
治
世
の
め
で
た
さ
に
繋
げ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
宴
の
素
晴
ら
し
い
こ
と
を
縷
々
述
べ
る
。
そ
の
手
法
は
、
場
を
崑
崙
山
に
あ
る
池
に
準
え
、
古
の
聖
王
の
故
事
を
踏
ま
え
、
音
楽
を
天
上
の
広
楽
と
表
現
す
る
。
そ
こ
に
は
や
は
り
松
が
あ
っ
て
、
現
前
の
場
を
特
別
な
空
間
と
す
る
働
き
を
担
っ
て
い
る
。
　
田
辺
百
枝
「
春
苑
応
詔
」（
三
八
）
も
ま
た
、「
唐
鳳
翔
台
下
。
周
魚
躍
水
浜
」
の
句
に
、
場
の
神
聖
化
が
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。「
周
魚
躍
水
浜
」
は
二
四
番
で
触
れ
た
、
周
の
文
王
の
代
に
魚
が
躍
り
跳
ね
た
故
事
。「
唐
鳳
翔
台
下
」
も
ま
た
、
帝
堯
（
陶
唐
氏
）
の
代
に
現
れ
た
と
い
う
鳳
凰
を
い
い
、
共
に
古
の
聖
王
を
表
し
、
現
前
の
宴
の
場
を
そ
の
世
界
に
準
え
て
い
る
。
一
首
は
、
天
子
の
御
心
は
民
を
広
く
愛
し
、
そ
の
優
れ
た
功
績
も
言
い
表
す
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
こ
は
古
の
聖
王
と
同
じ
御
代
、
松
を
吹
く
風
が
宴
の
歌
に
音
を
添
え
、
梅
の
花
が
香
り
を
帯
び
て
い
る
。
宴
を
こ
の
よ
き
苑
に
開
き
、
英
才
達
が
詩
を
も
の
す
。
こ
の
宴
に
運
よ
く
参
加
で
き
、
畏
れ
多
く
も
万
歳
の
春
を
寿
ぐ
と
す
る
。
吉
野
の
場
合
、
場
の
神
聖
化
に
は
神
仙
境
や
隠
逸
の
場
と
見
做
す
手
法
が
取
ら
れ
た
が
、
天
皇
臨
席
の
宴
の
詩
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
古
の
聖
王
の
時
代
を
再
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
手
法
も
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
も
ま
た
、
松
を
詠
む
こ
と
で
現
前
の
風
景
の
中
に
聖
地
の
証
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」（
二
〇
）
な
ど
は
「
姑
射
遁
太
賓
。
崆
巖
索
神
仙
」
か
ら
始
ま
り
、
か
な
り
吉
野
詩
に
近
い
手
法
と
も
な
っ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宴
の
場
を
特
別
な
空
間
と
な
さ
ん
と
す
る
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
　
そ
の
他
全
て
を
取
り
上
げ
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
井
実
充
史
）
6
（
は
、
天
皇
臨
席
の
詩
で
公
徳
を
称
揚
し
た
詩
を
「
侍
宴
頌
徳
詩
」
と
名
づ
け
、
そ
の
美
景
表
現
に
つ
い
て
触
れ
た
。
即
ち
、
天
子
の
仁
徳
に
触
れ
る
た
め
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ッ
シ
ュ
な
思
想
に
基
づ
い
て
い
る
と
し
、
上
で
も
検
討
し
た
、「
躍
潜
魚
」
な
ど
の
聖
代
の
御
代
を
象
徴
す
る
瑞
祥
、「
瑤
池
」
な
ど
の
神
仙
的
な
風
景
を
見
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
詩
が
禁
苑
の
文
学
で
あ
る
こ
と
を
表
す
「
禁
園
」
「
上
林
」「
金
堤
」
な
ど
の
語
は
、
中
国
に
お
い
て
も
こ
れ
を
神
仙
境
と
し
て
描
き
、
天
子
以
外
に
住
む
こ
と
の
で
き
ぬ
聖
域
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
と
説
明
す
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
宴
席
詩
に
お
い
て
も
そ
の
場
を
特
別
な
空
間
と
し
て
表
そ
う
春
景
の
松
（133）1136
と
す
る
工
夫
が
図
ら
れ
、
特
に
こ
れ
ら
の
中
で
は
松
が
好
ん
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
辰
巳
正
明
）
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（
は
、『
懐
風
藻
』
の
こ
れ
ら
の
松
が
風
景
と
し
て
現
れ
る
詩
に
つ
い
て
、「
そ
の
風
景
は
特
別
な
場
所
に
現
れ
る
も
の
で
あ
り
、
理
念
的
な
風
景
の
世
界
で
あ
る
。
そ
の
理
念
性
は
史
が
玄
圃
に
近
い
の
だ
と
い
う
所
に
あ
る
よ
う
に
、
そ
こ
は
崑
崙
山
の
山
の
神
仙
世
界
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
吹
く
松
風
は
、
雅
曲
で
あ
る
と
い
い
松
風
の
韻
（
歌
）
だ
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
雅
曲
や
風
韻
は
神
仙
世
界
に
響
く
音
楽
な
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
る
。
松
が
特
別
な
場
を
現
出
さ
せ
る
た
め
の
装
置
と
し
て
働
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
六
、
春
景
の
松
　
常
磐
の
緑
を
持
ち
、
長
寿
の
象
徴
た
る
松
は
、
世
俗
を
離
れ
た
も
の
、
神
仙
的
な
も
の
、
特
別
な
場
所
と
し
て
の
景
物
に
相
応
し
い
も
の
と
し
て
、『
懐
風
藻
』
の
吉
野
詩
・
宴
席
詩
に
現
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
季
節
が
春
だ
っ
た
場
合
、
つ
ま
り
春
宴
の
席
で
の
詩
の
場
合
、
松
は
春
を
彩
る
植
物
と
し
て
の
機
能
も
任
わ
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
　
春
宴
の
詩
群
を
、
ま
ず
既
に
取
り
上
げ
た
二
四
番
詩
と
三
八
番
詩
か
ら
見
て
み
よ
う
。
二
四
番
詩
は
「
階
前
桃
花
映
、
塘
上
柳
条
新
」
と
春
の
木
々
の
美
し
さ
を
述
べ
、
そ
れ
が
「
軽
煙
松
心
入
、
囀
鳥
葉
裏
陳
」
と
繋
が
る
。
柳
の
緑
と
共
に
松
の
緑
も
現
れ
ま
た
鳥
の
囀
り
と
並
ん
で
春
ら
し
さ
を
表
現
し
て
い
る
が
、
霞
の
た
な
び
く
そ
の
姿
は
同
時
に
、
続
く
「
絲
竹
遏
広
楽
、
率
舞
洽
往
塵
」
に
お
い
て
、「
広
楽
」
即
ち
天
上
の
音
楽
へ
と
連
な
っ
て
い
る
。
宴
の
場
に
響
く
管
弦
の
調
べ
を
天
上
の
音
楽
で
あ
る
と
見
な
す
た
め
に
、
松
が
特
別
化
の
装
置
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
三
八
番
も
ま
た
、「
唐
鳳
翔
台
下
、
周
魚
躍
水
浜
」
と
古
の
聖
王
時
代
の
故
事
を
引
い
た
あ
と
に
、「
松
風
韻
添
詠
、
梅
花
薫
帯
身
」
と
松
の
清
ら
か
な
音
と
共
に
春
の
梅
花
の
香
り
へ
と
話
が
及
ぶ
。
　
そ
れ
以
外
に
も
、
巨
勢
多
益
須
「
春
日
応
詔
」（
一
九
）
も
ま
た
、「
望
山
智
趣
広
、
臨
水
仁
懐
敦
」
と
山
水
仁
智
の
表
現
を
使
い
な
が
ら
、
禁
園
で
の
様
子
を
「
松
風
催
雅
曲
、
鶯
哢
添
談
論
」
と
す
る
。「
鶯
」
は
『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
も
春
に
の
み
現
れ
、
場
の
神
聖
化
と
季
節
の
景
を
同
時
に
な
す
表
現
と
い
え
よ
う
。
刀
利
康
嗣
「
侍
宴
」（
三
五
）
も
、「
金
堤
払
弱
柳
、
玉
沼
泛
軽
鱗
」
以
降
、
そ
の
場
を
め
で
た
く
す
る
た
め
の
表
現
が
並
ぶ
が
、「
日
落
松
影
闇
、
風
和
花
気
新
」
と
続
き
、
そ
の
場
に
相
応
し
い
景
と
し
て
の
松
か
ら
季
節
の
表
現
へ
と
繋
が
っ
て
ゆ
く
。
安
倍
首
名
「
春
日
応
詔
」（
四
三
）
に
は
、「
流
霞
軽
松
筠
」
と
あ
る
が
、
小
島
憲
之
）
8
（
は
「
流
霞
」
を
仙
人
が
飲
む
「
流
霞
の
酒
」
の
暗
示
と
い
う
。
松
に
よ
る
仙
境
化
の
あ
と
に
、「
花
将
月
共
新
」
と
季
節
を
表
す
句
が
来
る
。
　
長
屋
王
「
初
春
於
作
宝
樓
置
酒
」（
六
九
）
は
侍
宴
で
も
応
詔
で
も
な
く
、
長
屋
王
の
私
邸
で
の
長
屋
王
主
催
の
会
で
あ
る
。
井
実
充
史
）
9
（
は
長
屋
王
宅
で
の
春
宴
の
詩
群
が
侍
宴
頌
徳
詩
の
よ
う
に
君
臣
唱
和
の
世
界
を
描
い
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
王
の
血
統
と
政
治
的
地
位
の
高
さ
か
ら
し
て
、
「
長
屋
王
宅
の
春
宴
で
、
君
臣
唱
和
の
世
界
が
縮
小
再
生
産
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
実
際
六
九
番
詩
で
も
、「
松
烟
双
吐
翠
、
桜
柳
分
含
新
」
と
、
松
に
か
か
る
靄
で
神
聖
な
場
を
現
出
し
、
続
い
て
春
の
季
節
を
表
現
す
る
型
が
使
わ
れ
1135（134）
て
い
る
。
　
前
節
で
は
場
を
、
世
俗
を
離
れ
た
、
仙
境
的
な
、
神
聖
な
場
た
ら
し
め
る
装
置
と
し
て
の
役
割
を
、
松
の
中
に
確
認
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
松
は
、
春
の
景
と
し
て
の
役
割
も
担
う
の
で
あ
る
。
神
聖
な
場
と
し
て
の
景
か
ら
、
春
の
木
々
の
美
し
さ
へ
と
注
目
し
て
ゆ
く
引
金
と
し
て
、
或
い
は
、
春
の
美
し
い
木
々
の
描
写
か
ら
、
そ
の
場
の
神
聖
さ
へ
と
表
現
を
移
っ
て
ゆ
く
そ
の
入
り
口
と
し
て
、
神
聖
さ
と
春
の
緑
と
を
兼
ね
備
え
た
も
の
と
し
て
、
風
景
の
中
に
松
を
組
み
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
論
語
』「
子
罕
」
篇
の
よ
う
に
、
人
事
に
関
わ
る
譬
喩
表
現
と
し
て
の
用
法
も
『
懐
風
藻
』
に
現
れ
る
が
、『
懐
風
藻
』
の
詩
に
は
景
物
と
し
て
配
置
さ
れ
る
松
も
多
い
。
そ
れ
は
、
吉
野
を
神
仙
境
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
り
、
天
皇
の
開
く
宴
を
嘉
し
て
故
事
を
引
き
古
の
聖
王
の
時
代
と
同
じ
状
況
を
そ
こ
に
現
出
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
さ
て
そ
の
と
き
の
季
節
が
春
で
あ
っ
た
場
合
、
同
時
に
松
は
春
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
役
割
も
任
う
。
木
々
が
色
や
香
り
を
持
ち
始
め
る
と
い
う
描
写
と
、
宴
席
の
場
が
神
聖
な
る
空
間
と
な
っ
て
い
る
描
写
、
こ
の
視
点
の
移
行
に
つ
い
て
、
そ
の
両
方
に
現
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
松
は
、
両
者
の
橋
渡
し
を
行
う
位
置
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
春
に
描
か
れ
る
松
は
、『
万
葉
集
』
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
　
巻
三
・
二
五
七　
天
降
り
つ
く　
天
の
香
具
山　
霞
立
つ　
春
に
至
れ
ば　
松
風
に　
池
波
立
ち
て　
桜
花　
木
の
暗
繁
に　
沖
辺
に
は　
鴨
つ
ま
呼
ば
ひ　
辺
つ
へ
に　
あ
ぢ
群
騒
き　
も
も
し
き
の　
大
宮
人
の　
罷
り
出
て　
遊
ぶ
舟
に
は　
梶
棹
も　
な
く
て
さ
ぶ
し
も　
漕
ぐ
人
な
し
に
　
巻
三
・
二
六
〇　
天
降
り
つ
く　
神
の
香
具
山　
う
ち
な
び
く　
春
さ
り
来
れ
ば　
桜
花　
木
の
暗
繁
に　
松
風
に　
池
波
立
ち　
辺
つ
へ
に
は　
あ
ぢ
群
騒
き　
沖
辺
に
は　
鴨
つ
ま
呼
ば
ひ　
も
も
し
き
の　
大
宮
人
の　
罷
り
出
て　
漕
ぎ
け
る
舟
は　
棹
梶
も　
な
く
て
さ
ぶ
し
も　
漕
が
む
と
思
へ
ど
「
鴨
君
足
人
香
具
山
歌
」
と
題
詞
に
書
か
れ
た
作
で
、
長
歌
一
首
、
反
歌
二
首
、
或
本
歌
一
首
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
内
、
二
五
七
が
長
歌
、
二
六
〇
が
或
本
歌
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
現
れ
る
松
も
、「
桜
花
」
と
共
に
使
わ
れ
た
り
、
梅
や
蘭
と
共
に
並
ん
で
い
た
り
と
、
霜
雪
の
中
で
松
一
人
だ
け
が
姿
を
保
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
春
の
景
物
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
天
の
香
具
山
と
い
う
聖
地
を
飾
る
も
の
と
し
て
歌
わ
れ
る
。
　
こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、『
懐
風
藻
』
侍
宴
詩
の
影
響
が
あ
る
と
す
る
井
実
充
史
）
10
（
の
論
が
あ
る
。『
万
葉
集
』
に
お
い
て
、
香
具
山
と
い
え
ば
国
見
の
山
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
本
歌
で
は
香
具
山
を
、
そ
の
理
想
的
な
在
り
方
は
、
良
辰
の
到
来
、
華
麗
な
花
樹
、
水
鳥
の
騒
鳴
、
題
人
の
遊
覧
が
揃
う
こ
と
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
よ
う
に
読
め
、
国
見
歌
と
性
格
を
異
に
す
る
。
そ
の
点
を
井
実
は
、
本
歌
が
『
懐
風
藻
』
侍
宴
詩
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
説
明
し
、
巨
勢
多
益
須
一
九
番
詩
、
美
努
浄
麻
呂
二
四
番
詩
、
刀
利
康
嗣
三
五
番
詩
な
ど
を
挙
げ
る
。
「
良
辰
の
到
来
・
美
景
・
盛
宴
」
と
い
う
構
図
が
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
侍
宴
詩
に
せ
よ
「
鴨
君
足
人
香
具
山
歌
」
に
せ
よ
、「
良
辰
の
到
来
」
し
た
春
景
の
松
（135）1134
場
を
歌
う
の
で
あ
れ
ば
、「
美
景
」
に
は
春
を
彩
る
木
々
や
鳥
を
選
ぶ
の
は
当
然
の
選
択
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
時
に
そ
の
美
景
は
、
例
え
ば
香
具
山
と
い
う
聖
地
を
詠
む
歌
で
は
、
或
い
は
場
を
聖
地
た
ら
し
め
ん
と
工
夫
す
る
詩
で
は
、
そ
れ
に
相
応
し
い
景
物
と
し
て
松
を
詠
み
込
む
こ
と
も
ま
た
、
取
ら
る
べ
き
選
択
の
一
つ
で
あ
る
。「
鴨
君
足
人
香
具
山
歌
」
に
お
い
て
「
松
風
」
の
語
は
た
だ
『
懐
風
藻
』
詩
の
語
彙
を
受
け
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
侍
宴
詩
の
構
図
を
も
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
使
わ
れ
方
も
ま
た
類
似
を
見
せ
て
当
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
七
、
ま
と
め
　
松
に
不
変
性
を
見
る
文
学
表
現
は
漢
籍
に
も
日
本
上
代
の
文
学
作
品
に
も
見
ら
れ
る
。『
論
語
』「
子
罕
」
篇
を
中
心
と
す
る
、
困
難
の
中
に
も
節
を
守
る
姿
と
し
て
の
表
現
は
、『
懐
風
藻
』
詩
人
の
何
人
か
の
詩
想
を
刺
激
し
、
上
代
詩
作
品
と
し
て
現
れ
る
に
至
っ
た
。
　
一
方
で
、『
懐
風
藻
』
に
は
宴
席
詩
に
お
け
る
春
の
景
物
と
し
て
の
松
も
多
く
現
れ
る
。
宴
席
の
詩
に
お
い
て
も
、
松
に
お
の
れ
の
、
或
い
は
そ
の
場
の
誰
か
の
節
操
を
託
し
た
表
現
を
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
実
際
に
詠
わ
れ
る
の
は
春
を
迎
え
た
証
と
し
て
の
姿
で
あ
り
、
せ
っ
か
く
一
人
だ
け
冬
に
も
栄
え
る
松
が
、
他
の
木
々
と
同
じ
役
割
を
以
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
が
或
る
程
度
ま
と
ま
っ
て
現
れ
る
の
は
、『
懐
風
藻
』
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
る
と
い
え
る
。
　
松
が
そ
の
不
変
性
を
持
ち
長
寿
で
あ
る
こ
と
は
、
人
間
世
界
を
超
越
し
た
脱
世
俗
性
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
繋
が
る
。『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
は
、
吉
野
詩
に
お
い
て
吉
野
を
仙
境
化
し
よ
う
と
し
た
り
、
天
皇
臨
席
の
宴
席
に
お
い
て
そ
の
場
を
古
の
聖
王
の
時
代
に
準
え
た
り
と
、
場
の
神
聖
化
を
行
う
こ
と
が
よ
く
見
ら
れ
る
。
松
の
脱
世
俗
性
は
、
そ
う
し
た
場
の
神
聖
化
と
親
和
度
が
高
い
。
そ
の
詩
の
詠
ま
れ
る
場
の
中
に
松
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
松
が
そ
の
場
の
神
聖
さ
を
保
証
す
る
こ
と
に
な
る
。
　
松
が
神
聖
化
を
行
う
装
置
と
し
て
働
く
に
加
え
て
、
春
宴
の
席
の
詩
に
お
い
て
は
、
そ
の
ま
ま
季
節
を
表
現
す
る
景
物
の
役
割
も
兼
ね
る
。
宴
の
季
節
と
場
の
神
聖
さ
、
視
点
が
こ
れ
ら
の
間
を
移
る
と
き
に
、
ど
ち
ら
の
役
割
も
兼
ね
る
こ
と
が
で
き
る
松
を
、
繋
ぎ
と
し
て
使
う
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
の
よ
う
な
春
景
の
松
は
、
日
本
で
は
松
の
表
現
の
中
で
も
脱
世
俗
的
な
性
格
を
好
ん
で
使
わ
れ
た
こ
と
と
、『
懐
風
藻
』
に
は
宴
席
詩
が
ま
と
ま
っ
た
数
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
と
か
ら
生
ま
れ
た
、
松
の
役
割
の
一
つ
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
注
（
１
）　
久
保
田
淳
・
馬
場
あ
き
子
編
『
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
』、
一
九
九
一
年
一
月
、
角
川
書
店
（
２
）　
辰
巳
正
明
『
万
葉
集
と
比
較
詩
学
』「
第
三
章　
風
景
論　
松
風
の
音
と
重
厳
の
花
に
つ
い
て
」、
一
九
九
七
年
四
月
、
お
う
ふ
う
（
３
）　
高
松
寿
夫
「
懐
風
藻
詩
の
表
現
か
ら
文
化
の
共
有
圏
を
う
か
が
う
│
│
二
つ
の
「
春
苑
応
詔
」
詩
を
例
に
│
│
」（
蔵
中
し
の
ぶ
編
『
古
代
の
文
化
圏
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』、
1133（136）
二
〇
一
七
年
十
一
月
、
竹
林
舎
）
（
４
）　
月
野
文
子
「
懐
風
藻
の
「
吉
野
の
詩
」
の
表
現
│
│
神
仙
境
の
景
物
と
し
て
の
「
巌
」
を
中
心
に
│
│
」（『
桜
美
林
大
学
中
国
文
学
論
叢
』
九
、
一
九
八
四
年
三
月
）
（
５
）　
波
戸
岡
旭
「『
懐
風
藻
』
吉
野
詩
の
山
水
観
│
│
「
智
水
仁
山
」
の
典
故
を
中
心
に
│
│
」（『
国
学
院
雑
誌
』
八
五
、
一
九
八
四
年
十
月
、
後
『
上
代
漢
詩
文
と
中
国
文
学
』
所
収
）
（
６
）　
井
実
充
史
「『
懐
風
藻
』
侍
宴
頌
徳
詩
の
基
礎
的
考
察
」（『
古
代
研
究
』
二
四
、
一
九
九
二
年
一
月
）
（
７
）　
注（
２
）に
同
じ
（
８
）　
小
島
憲
之
「
上
代
に
於
け
る
詩
と
歌
」（『
松
田
好
夫
先
生
追
悼
論
文
集　
万
葉
学
論
攷
』、
一
九
九
〇
年
四
月
）
（
９
）　
井
実
充
史
「
鴨
君
足
人
香
具
山
歌
」
試
論
│
│
『
懐
風
藻
』
侍
宴
頌
徳
詩
の
影
響
│
│
」（『
国
文
学
研
究
』
一
〇
六
、
一
九
九
二
年
三
月
）
（
10
）　
注（
９
）に
同
じ
※
本
文
に
つ
い
て
は
、『
懐
風
藻
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
に
、『
万
葉
集
』
は
塙
書
房
『
万
葉
集
』
Ｃ
Ｄ
│
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
に
拠
っ
た
。
※
漢
字
は
一
部
私
に
改
め
た
。
